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より良い行政サービスの実現へ

 行政サービス利用状況実態調査

　　　　　アンケート調査の結果について

　　　アンケートへの
　ご協力ありがとう
　ございました

令和4年7月に行政サービスの利用状況とスマホ・インターネット等の実態

調査を行いました。今回の結果を踏まえ、皆さんの豊かな暮らしにつなげ

ます。問総務課　℡（３２）３０８１

アンケート結果の詳細な情報は、

吉野町ウェブサイトをご覧ください。➡

アンケートの回答数（率）

18歳以上の方（5922名）を
対象とし、2777通の回答が
ありました。

回答率 46.9%

アンケートの概要① 庁舎等の利用状況
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ているとの回答が最も多い

です。

※３つまで選んで回答

役場に来る主な目的

多くの方が住民票や印鑑証

明の発行、戸籍に関するこ

と・国民健康保険・年金・税金

の手続と回答しています。
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半数以上の方が利用したことがあり、若い世代では100％に近く、60歳代でも77％の方が利用したことがある

と回答していますが、80歳代では15％と大きく利用経験が下がります。

アンケートの概要② インターネット利用状況
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若い年代ほど利用すると回答する割合が高く、年代が上がるとその割合は低くなりますが、

「利用する」・「使い方がわかれば利用する」との回答が約70％を占めています。

利用する・使い方がわかれば利用するとの回答が約70％を占めています。

利用する 使い方が
わかれば
利用する

対面での
手続を希望する

行政手続がスマホで行えれば利用したいですか
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の方が回答しています。

※当てはまるもの全て回答

インターネット利用した機器
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より良い行政サービスの実現へ

奈良県下初

吉野町デジタル変革条例を制定

吉野町長 中井章太

人口減少・少子高齢化が進行する中において、よりよい行政サービスを行うためには、時

間や場所等の制約を超えたデジタル技術の活用が急務となっています。吉野町では、全

国と比較しても人口減少・少子高齢化が進んでいるため、国全体と歩調を合わせ、デジタ

ル技術を活用した取組を行うことで、持続可能な地域社会への変革を行う必要がありま

す。その決意表明として、「吉野町デジタル変革条例」を制定しました。

2008年以降日
本の人口が

減少に転じる。
2022年８月末時点
吉野町高齢化率 約52％

条例制定
の
背景

デジタル技術を活用し、町民の皆様の豊かな暮らし

をめざします。特に高齢化率の高い吉野町では、「誰

一人取り残されない」を合言葉に、スマホ教室開催

のほか、デジタル

ではない、従来ど

おりの方法も併用

しながら「人に優

しいデジタル化」

を進めます。

「人にやさしいデジタル化」で利便性向上

限られた職員で効率よく業務を行えるよう、積極的

にデジタル技術の活用を進め、事務の効率化を図

り、より一層窓口業務や政策立案業務等を充実させ

るための変革を行

い、行政サービス

のさらなる向上に

繋げます。

行政の業務効率化でサービスの質を向上

めざす「まちの姿」

デジタル技術で地域の課題を解決し、
持続可能なまちの実現をめざします。

吉野町デジタル変革条

例とその解説について

詳しくはこちらから➡

デジタル化に関する具体的な取組

などは、今後の広報よしのでご紹介

をしていきます。

　　　高齢化率の高い吉野町に
　　おいて、スマホを持っていない
　　人も、誰一人取り残されない
　  デジタル変革に取り組むことで、
町民の幸せにつながるデジタル化
を目指します。テクノロジーは
「手段」であって、「目的」ではない
　ことを肝に銘じて。
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行政の業務効率化でサービスの質を向上

めざす「まちの姿」

デジタル技術で地域の課題を解決し、
持続可能なまちの実現をめざします。

吉野町デジタル変革条

例とその解説について

詳しくはこちらから➡

デジタル化に関する具体的な取組

などは、今後の広報よしのでご紹介

をしていきます。

　　　高齢化率の高い吉野町に
　　おいて、スマホを持っていない
　　人も、誰一人取り残されない
　  デジタル変革に取り組むことで、
町民の幸せにつながるデジタル化
を目指します。テクノロジーは
「手段」であって、「目的」ではない
　ことを肝に銘じて。


